
2006年度より環境会計を導入し、事業活動における環境
保全のためのコストと､その活動により得られる保全･
経済効果を公表しています。

本年度のISOの取り組みでは、従来のISO14001の領域を広げ、
広く「社会」環境として取り組むべき課題を洗い出し、より効果的
に持続可能な社会を目指す活動をしています。

2000年に認証を取得してから18年間、当行独自の環境マネジメ
ントシステムを運用しています。毎年、一般財団法人日本品質保証
機構（JQA）による審査を受けており、2016年度には新規格:
2015年改訂版への対応を行いました。当行が、これまで
ISO14001の取り組みで築いてきたPDCAサイクルを、新たに
SDGｓを取り入れた運用に発展させ、さらに深化したISO14001
の取り組みへとステップアップさせています。

「オペレーション改革プロジェクト」は、営業店で取り扱う預金､為替等を中心と
する管理事務全般について､抜本的な見直しを行い､生産性向上による事務量と
事務コストの大幅な削減をねらいとしています。施策としては､生産性向上に向
け、事務処理を本部に集中化するバックレス改革や、ペーパーレス、キャッシュレ
スを意識した新たな処理方式によるフロント改革などを実現していく予定です。
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第6次中期経営計画(2016～2018年度)の挑戦指標として､温室
効果ガス排出量削減目標を設定。当行の環境経営への｢本気
度｣を高め、全役職員が目標達成に向けて取り組んでいます。
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ワンコインエコパス制度の推奨
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エコオフィスづくり
｢滋賀銀行 環境方針｣のもと、営業
活動に伴う電力や紙使用量の削
減、グリーン購入・リサイクル・エコ
スタイル・エコ店舗など、省エネ・
省資源活動に努める「エコオフィス
づくり」を積極的に進めています。
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※ 2017年度の実績を記載しています。

※ 2006年度排出係数による削減率
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幅広く金融サービスを提供できるほか、大規
模災害発生時において、ATMサービスの利
用や電源供給への利用が可能になります。

移動金融車「しがの助GO！」

挑戦指標

（2018年7月～営業開始）

（電力使用量）
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